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被疑薬の推定を行った」と
研究目的を説明する。
　具体的な分析方法は、Ｆ
ＤＡの副作用データベー
スに報告されている複数
の薬剤併用例を相関ルー
ルで解析し、シグナルを検
出して被疑薬を推定する
というもの。
　相関ルールとは、身近
にはコンビニやスーパー
マーケットで活用されて
いる古典的な手法だ。顧客
の年齢層、性別、
買った商品類な
どをレジで打ち
込み、そのデータからセットで売れている商
品の傾向を分析、店舗の商品配置決定に活用
している。
　高木教授らの研究結果により、比較的安全
と考えられていた薬剤でも、複数の薬剤の併
用により、ＳＪＳの被疑薬として検出される
ことが判明した。
　一方、押収したメタアンフェタミンのプロ
ファイリングでは、高木教授らが開発した「指
紋照合型ＳＯＭ（Kohonen 自己組織化ニュー
ラルネットワーク）」という解析手法が有用
性を発揮している。
　ＳＯＭは、非線形分類手法として、近年繁
用されているが、指紋照合型ＳＯＭは、各格
子点の参照ベクトルをサンプルごとの指紋
マップとして視覚化し、分類精度を上げたも

の。80 因子にわたる情報を二次元に落とし
て視覚的に比較することで、押収メタアン
フェタミンの不純物の違いが調査できる。
　高木教授は、「指紋照合型ＳＯＭやクラス
ター分析法を適用してＤＮＡアレイを分析す
れば、疾患特有の遺伝子が同定され、創薬シー
ズの発見や治験の効率化・コスト軽減につな
がる」と強調する。
　 クラスター分析とは、似ているものを集
めて分類し、その中から意味のあるものを発
見しようというデータマイニングである。例
えば、これらの解析手法を用いて、網羅的に
遺伝子やゲノムからの転写因子を分析し、肺
腺癌患者と健常人との遺伝子の違いを分類す
れば、肺腺癌に有効な医薬品のシーズ発見が
可能になるというわけだ。また、遺伝子検査
によってあらかじめ治験の被験者の絞り込み
を行えば、治験の効率化やコスト軽減も期待
できる。
　高木教授は、研究への取り組みに関し、「こ
の研究分野は、ある意味で薬学と数学の境界
領域に位置していると言える。一般に、孤立
した学問分野というものはあり得ない。専門
とする分野について十分な知識を獲得するこ
とは当然である」と明言。さらに、「その周辺、
時には周辺とさえ思えないような分野につい
ても好奇心を持って一定の知識を獲得し、重
要性を理解することが、新たな研究展開の重
要事項となる」とアドバイスを送る。

　ＳＪＳは、10 万分の１～ 100 万分の１の
確率で出現する重篤な皮膚症状の一つで、わ
が国でも年間 100 人から 1000 人の罹患者
が発生している。その発症原因は完全に解明
されていないが、使用薬剤が原因である可能
性が高いと指摘されている。
　高木教授は、大阪大学遺伝情報実験施設（現
大阪大学微生物病研究所付属遺伝情報実験セ
ンター）で、計量生物学を専門としていたが、
1998 年、大阪大学薬学部の大学院重点化に
伴い創設された医薬情報解析学分野の初代教
授に就任した。同分野は、情報化時代の新し
い薬学の必要性から、新たに創設されたもの
である。
　高木教授は、計量化学や計量生物学で用い
られていた手法を薬学に応用すること、また、
薬学データに適応した方法論を開発すること
により、薬学関連領域にあふれつつある情報
を整理し、重要な情報を探索、人々の健康と
福祉に役立つことを動機に、同分野を一から
立ち上げることを試みた。
　例えば、高木教授らのグループは、従来マー
ケティングなどの分野で利用されている相関
ルールを導入して、被疑薬のシグナルを効率
よく検出し、複数薬剤の併用によってＳＪＳ
が発症する場合の被疑薬の推定に成功した。
　高木教授は、「これまで抗生物質、抗てん
かん薬、抗精神薬、ＮＳＡＩＤ s の一部がＳ
ＪＳ発症の原因になりやすいと報告されてき
た」と紹介。その上で、「われわれは、医薬
品が単剤で投与されている症例が少ないこと
に着目し、複数の薬剤併用におけるＳＪＳの

　近年、統計学や数理科学などの手法を活用し

て副作用や遺伝子などの様々なデータを分析し

て医療や薬学に関する諸問題の解決、創薬への

応用を目指す「情報・計量薬学」が注目される

ようになってきた。同研究の草分けとも言うべ

き高木達也教授（大阪大学大学院薬学研究科創

成薬学専攻情報・計量薬学分野）の研究室では、統計手法を用いたスティー

ブンスジョンソン症候群（ＳＪＳ）の原因となる薬剤の推定や、押収したメ

タアンフェタミンのプロファイリングへの応用で大きな成果を挙げている。

また、覚せい剤のプロファイリングで用いたデータマイニング手法を活用し

て、遺伝子を網羅的に解析し疾患特有の遺伝子を同定することで、創薬シー

ズの発見や治験の効率化・コスト軽減の具現化も期待されている。
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専門以外の分野にも“好奇心”を
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